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　日本の大学の数は、1975 年には 420、1990 年に 507、2000 年に 649、2010 年に 778 と増加























































の組織の準備のために、「学産官連携協議会」を設立し、2019 年 4 月をめどに本組織の設立を
目指している模様である。統括活動の柱としては、（1）学生アスリートの学業の支援　（2）ス
ポーツの安全な展開のサポート　（3）大学スポーツの経営的マネジメント　の 3 点を掲げてい
る。設立時はスポーツ庁が直接かかわるものの、自立が見込めたところで独立した法人として
活動していく、としている。
　以上、2 点の取り組みについて取り上げ紹介したが、それらの結果にかかわらず、スポーツ
庁がこういった踏み込んだ改革を試みること自体、スポーツ行政としてはこれまでにない画期
的なことであり、様々な問題点が解決の方向に動くことが強く期待される。
　が、翻って再度、教育機関である学校のスポーツ現場を見れば、日本版 NCAA なる組織が
掲げる機能は、容易に達成されることはないように思われる。
　懸念の第一点は、学業の支援について、選手やその周囲の人々が、引退した後の人生設計に
ついてよく考えるようになる必要があるが、小学校、中学校から極度に専門化した競技生活を
送ってきた場合などは特に、大学の学修支援のみでは追い付かない、ということが懸念される。
そういった観点からは、小、中、高校のステージでは、最低限必要とおもわれる限定された学
修内容を十全に学ばせておき、その基礎的な知識や知能をベースとした、大学での教育、とい
う構造を準備する必要があると思われる。また、代案としては、大学卒業後や引退後に、社会
人として活躍するための学びのステージを設けて積極的に支援する、といったキャリアパター
ンの設定がありうる。
　もう一つの懸念点は、大学スポーツの経営マネジメントである。現在検討されている、各競
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教育とスポーツをめぐる今日的課題に関する一考察
技種目間での、大会運営時期調整などの面では、選手権大会などでの衝突をうまく避けるなど
の効果が大いに期待できるが、収益については、種目や組織によって格差が大きいために、大
学スポーツ界全体で歩調を合わせることができるのか懸念されるところである。
5．考察のまとめ　教育とスポーツという視点から見える課題
　スポーツがなぜ価値ある文化でありうるか。昨今のスポーツシーンからは、「勝利」「優勝」
のごとき外形的な価値に加えて、「品格」や「スポーツマンシップ」「地域的連帯」が注視され
ていることは、重要なことである。多くの人間にとり虚構の世界であるスポーツシーンを見る
ことによって我々は、人がどのように困難に向き合うか、どのように問題解決をはかるのか、
さらにどのように異質な他者を尊重する行動を起こすのか、などについて象徴的に学び取るこ
とを覚え始めている。スポーツがもたらす倫理の価値を大きくすることが、スポーツの存在価
値を高め、社会の価値を高めることが「スポーツ立国」であるとするなら、広範な分野の知恵
を集めて、その実現にむけた設計図を描くことが必要ではないか。こう考えると、指導者、選
手、組織関係者、体育教師、メディアなどスポーツにかかわる人が（粗相を起こしてたたかれ
ないための教養ではなく）スポーツの価値についての教養をよく深め、共有したうえでスポー
ツ選手や、引退者を支えていくことが肝要である。
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